




























































2　陳波「日本明治時代的中国本部概念」『学術月刊』2016 年第７号（上海）、157－173 頁。陳波 
「中国本部概念的起源与建構――1550 年代至 1795 年」『学術月刊』2017 年第４号（上海）、145－166
頁。
3　例えば、両論文はウィキペディアにおける説明を修正した。「China Proper」（漢地）、ウィキペ
ディア、https://en.wikipedia.org/wiki/China_proper（最終閲覧日：2019 年 11 月 20 日）。
言葉、戦争と東アジアの国族の境界
− 13 −
かにし、「『中国本部』は後世の人によるスペイン語の la propia China、ラテン語の Sinae 




























４　陳波「中国本部概念的起源与建構――1550 年代至 1795 年」162 頁。1896 年には梁啓超が編集長
を務めた『時務報』にすでにその言葉が出現したことに著者は気づいていないようである。
































いての分析について、Ronald P. Toby, State and Diplomacy in Early Modern Japan: Asia in the 









図は 1899 年の年末までに描かれたもので、1900 年2月に香港で、また７月に東京で出版
され、アジア主義を唱える東邦協会によって発行されたものである 9。この地図は色刷り

























































　1850 年に東條文左衛門が制作した地図と 1899 年に孫文が制作した地図からうかがえる






































































































言い方が生まれた。省の数は歴代に増加があり、最初の 12、13、15 省から清代の 17、18
省にまで増えた。1860 年代のロプシャイト（羅存徳）の『英華字典』には China Proper
が初めて「十八省」に翻訳されたことから、その対応関係を見ることができる  22。1884 年
井上哲次郎の『訂増英華字典』は、一方では、この翻訳を受け継ぎ、China Proper を
「十八省」と訳したが  23、他方では、1875 年鄺其照の『字典集成』を踏襲し、China Proper
を「正中国」と訳した。鄺其照と井上による翻訳は次のとおりである。「the Chinese 




なわち、「the Chinese Empire consists of China Proper Mongolia, Manchuria and Tibet
【大清国天下统中国蒙古满洲及西藏而成】（大清国天下は中国、モンゴル、満洲、及びチ
ベットからなっている）」、になっている。顔恵慶もまたこの翻訳にしたがって、ここの







16－18 世紀に「スペイン語 la propia China、ラテン語 Sinae Propriae と英語 China Proper
等」の言葉として西洋文献に現れたということである。この言葉に対する一般的な理解は
こうである。
22　羅存徳（ロプシャイト、Wilhelm Lobscheid）『英華字典』（English and Chinese Dictionary with 




















ゴンサーレス・デ・メンドーサ（Juan González de Mendoza、1545-1618）が著した『大
中華王国最著礼俗風物史記』（Historia de las cosas más notables, ritos y costumbres del 





ついて、約 20 万冊の書籍を含んだ ECCO（Eighteenth Century Collections Online, Gale 
Cengage learning 社発行）に依拠すれば、最初に「China proper」に言及した本は 1762
年に John Mair が著したA Brief Survey of the Terraqueous Globe（全世界簡略探索） 29
である。この本によれば、中国本部は「長城以内の中国領土」（164 頁）を指している。
次に「China proper」に言及した本は 1768－69 年の Tobias George Smollett, The Present 
State of All Nations（各国現況） 30 である。
　そして、China Proper を比較的に明確に定義した最も早い本は、1795 年にイギリス
人ウィリアム・ウィンターボサム（William Winterbotham、1763―1829）が著した An 
26　「漢地」ウィキペディア、https://zh.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%89%E5%9C%B0（最終閲覧日： 
2019 年 11 月 20 日）。
27　陳波「中国本部概念的起源与建構――1550 年代至 1795 年」154－155 頁。この本は中国語翻訳版
がある。門多薩『中華大帝国史』（北京：中華書局、1998）。
28　陳波「中国本部概念的起源与建構――1550 年代至 1795 年」157 頁。
29　この本について、Edinburgh: printed for A. Kincaid & J. Bell and W. Gray, Edinburgh, and R. 
Morison and J. Bisset, Perth, 1762 を参照されたい。
30　この本について、London: printed for R. Baldwin, No. 47, Paternoster-Row; W. Johnston, No. 16, 













世紀における英語 China Proper の含意であり、それは明朝 15 省（すなわち両京十三布政
司）、清朝 17、18 省という範囲を指しているものでもあった。












31　この本について、London: Printed for, and sold by the editor; J. Ridgway, York-Street; and W. 



































































であり、ロシア語の名前は Путята, Дмитрий Васильевич である。彼はセルビアとト
39　露国陸軍少将プーチャート著「清国辺備に対する露国の攻守論」『東邦協会会報』第 27 号（東
京、1896）、1－15 頁。「清国辺備に対する露国の攻守論（承前）」『東邦協会会報』第 28 号（東京、
1896）、1－24 頁。日本は 1890 年代にロシアの東方戦略に対して高い関心を持ち、一部のロシア語
書籍を翻訳した。例えば、ウエニユコーウ著『露国东洋策』（東京：哲学書院、1893）、ア・ヤ・マ
クシモーフ著『露国东邦策』（東京：哲学書院、1896）などがあった。
40　［日］古城貞吉訳「中国辺事論」『時務報』第 12 冊（上海、1896）、20 頁上。





納貢」（第 15 冊、20 頁上）。「以軍事而論、分蒙古地理為二、西北為山地、東北為平原、而首要之処







ア部門の主管を務めた。上記の『観論中国』は 1895 年に出版されたOrepku Kutauckou 












　1908 年顔恵慶編の『英華大辞典』のなかには、proper という語の下に「China proper、
中国十八省、中国本部」という解釈が付せられており、両者の間の対訳関係は正式に現れ
た  45。1916 年 Karl Ernst Georg Hemeling 編の『官話』もこの訳を採用し、China proper
を「中国十八省、中国本部」と翻訳した  46。ここから分かるように、「中国本部」という言




や雑誌に現れた。1901 年の『清議報』第 75 冊の「支那保全及満洲処置」において、「本
部十八省、東三省（満洲）、蒙古、西蔵、天山南北二路、東トルキスタンは合わせて大清
43　D. V. Putiata の生涯について、Alex Marshall, The Russian General Staff and Asia （London: 




46　Karl Ernst Georg Hemeling, ed., English-Chinese Dictionary of the Standard Chinese 
Spoken Language and Handbook for Translators, Including Scientific, Technical, Modern, and 




帝国の版図と称す」 47 という言及があった。また、1904 年『江蘇』第8期に掲載された「英
徳於揚子江之競争」の中に、「中国本部十八省には、海沿いのものは七省あり、川沿いの













































































































中華民族が一致団結して外国の侮りに抵抗すべきだと強調した。顧は 1937 年1月 10 日
『申報』の「星期論壇」に「中華民族の団結」という文を発表し、「中国の版図にただ中
華民族という一つの民族しかない。……離れれば皆傷つき、合すれば共に繁栄する」 58 と









の焦点となった  60。1947 年になっても、それは南京『西北通訊』の創刊号にもう一度転載
57　羅従豫「九一八事変前東三省与中国本部貿易之回顧」『中行月刊』第７巻第４号（上海、1933）、
1－13 頁。
58　顧頡剛「中華民族的団結」『申報』1937 年1月 10 日、第７版。
59　顧頡剛「顧頡剛自伝」『顧頡剛全集：宝樹園文存』6巻、372 頁に収録された。


























































だのである。12 月 20－21 日に、顧頡剛は日記で「学校に着き、『中国本部という名詞は早
急に廃棄すべきである』を書き終えた。計三千六百字。すぐ写し取ったが、終わっていな
い」、「帰ってきて、論文を写し取り続け、終えた」 67 と書いた。後にこの文章は 1939 年1




　顧頡剛によれば、「中国本部」という言葉の中国での使用は約 40 年前（1898－1900 年前
後）に始まったものである。それは日本の教科書に由来し、日本人が中国を侵略するため
の「悪意的な宣伝」だったという。これは史実と一致している。しかし、彼の「西洋人は





68　顧頡剛「「中国本部」一名亟応廃棄」『前線』第2巻第2号（紹興、1939 年 12 月 21 日）、21－24












































































































































































































































































［日］古城貞吉訳「中国辺事論」『時務報』第 12 冊（上海、1896）、20－23 頁。
――「中国辺事論（続第十二冊）」『時務報』第 15 冊（上海、1897）、19－22 頁。










華民族是一個」――囲繞 1939 年這一議題的大討論』（北京：社科文献出版社、2016）24 頁。
95　「「五個認同」：従思想上増強各民族大団結」中央統戦部ウェブサイト http://www.zytzb.gov.cn/































顧頡剛「「中国本部」一名亟応廃棄」『前線』第２巻第２号（紹興、1939 年 12 月 21 日）、21－24 頁。
――「「中国本部」一名亟応廃棄」『復興旬刊』第８、９号合併号（寧波、1939 年３月 21 日）、２－３頁。
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